
 

事
故
防
止 

急
ぐ
な 

あ
せ
る
な 

気
を
抜
く
な 

 

全
国
シ
ル
バ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

安 

心
・
安 

全
・
親 

切
・
丁 
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一
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
目
標 

 

（１）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）1月 5日 第 333号 

    お知らせ 4 月から本部が「ききょう会館３階」に移転します。 

 

                            

                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 

長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
里 

秀
成 

   

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
引
き
続
い
て

の
猛
威
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
予
定
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
負
担
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
円
滑
な
事
業
運
営
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
況
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
「
会
員
数
」「
契
約
金

額
」
と
も
に
減
少
す
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
時
を

迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ

ま
す
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
シ
ル
バ
ー
事
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
、待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
攻
め
の
姿
勢
で
、

会
員
の
拡
大
と
と
も
に
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
会

員
の
皆
様
の
活
躍
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
、
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）。
癸
卯
に

は
、「
努
力
や
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
明
る
く
、
活
力
に
満

ち
た
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

題字 一宮市長 中野正康 氏 
発行（公社）一宮市シルバー人材センター 

   〠491-0036 一宮市桜 1-12-1（思いやり会館内） 

編集 広報委員会会報班 TEL(0586)71-0105 FAX(0586)73-4367 

会員数      1, 072 人  

男  性        716 人  

女  性        356 人 

    (12月 20日現在)                               

      も く じ  
⑴ 会長新年のご挨拶 
⑵ 歳男の紹介、他 
⑶ 第 19回作品展 
⑷ 文芸、その他情報 

恭
賀
新
年 

美濃路 起宿 旧林家  



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）1月 5日 第 333号 

  就業報告書（1 月分）の提出は 2 月 3 日㈮ までにお願いします。 

 

 
 
 

歳
男
の
ご
紹
介 

 

（
朝 

日
）
市
川 

秀
吉 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
平
成
24
年
か
ら
木
曽
川
支
部
に
、
平
成
26

年
か
ら
は
貴
船
高
齢
者
作
業
セ
ン
タ
ー
に
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。 

平
成
31
年
に
は
、
会
員
登
録
し
、
現
在
も
作
業
セ

ン
タ
ー
で
事
務
の
代
打
要
員
と
し
て
働
い
て
お
り
、

作
業
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
毎
回
、
元
気
を

貰
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
昔
か
ら
電
車
が
大
好 

き
で
、
今
で
も
時
々
一
日
中
、 

電
車
に
乗
っ
て
は
移
り
行
く 

景
色
、
モ
ー
タ
ー
音
、
振
動 

な
ど
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
た 

だ
乗
っ
て
い
る
だ
け
で
う
れ 

し
い
の
で
す
。（
私
は
乗
り
鉄
？
） 

私
の
願
い
は
毎
年
同
じ
。
「
世
界
の
平
和
」「
家
族

の
健
康
」「
仕
事
の
順
調
」プ
ラ
ス「
コ
ロ
ナ
の
終
息
」

で
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
、本
年
も
健
康
に
留
意
し
て
、

就
業
に
、
生
活
に
、
好
き
な
こ
と
に
、
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 

  

ウ
サ
ギ
年
の
著
名
人
に
は 

多
岐
川
裕
美
さ
ん
、
笑
福
亭
鶴
瓶 

さ
ん
ら
が
お
見
え
で
す
。 

 
 

    
 

138
タ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
昨
年 

の
11
月
12
日
～
12
月
25
日
と
、 

今
年
の
１
月
２
日
～
１
月
３
日
に 

毎
年
恒
例
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ 

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ 

は
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｇ
Ｕ
～
未
来
に
つ 

な
ぐ
、
希
望
の
光 

～
」
で
未
来
へ
つ 

な
い
で
い
き
た
い 

大
切
な
モ
ノ
・
コ 

ト
が
約
30
万
球
の 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ 

ン
で
表
現
さ
れ
、 

鮮
や
か
で
温
か
な 

光
の
空
間
が
楽
し 

め
ま
し
た
。 

  

                      

１３８タワーパークのイルミネーション 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）1月 5日 第 333号 

 
 
 

令
和
４
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
朝 

日
） 

 

山 

田 
 

辰 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
あ
い
い
か 

思
う
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

          
 

第
19
回
作
品
展
が
、
去
る 

11
月
12
日
㈯
及
び
13
日
㈰
、 

本
町
商
店
街
に
あ
る
オ
リ
ナ 

ス
一
宮
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、 

数
多
く
の
参
観
者
が
あ
り
ま 

し
た
。 

絵
手
紙
・
工
芸
・
盆
栽
・ 

絵
画
・
ち
ぎ
り
絵
・
手
芸
・ 

書
・

写
真
の
８
部
門
に
、
26 

名
の
会
員
さ
ん
か
ら
43
作
品 

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

ど
の
作
品
か
ら
も
作
者
の 

情
熱
が
感
じ
と
ら
れ
、
甲
乙 

つ
け
難
い
力
作
・
秀
作
ば
か 

り
で
し
た
。 

次
回
第
20
回
の
作
品
展
に 

も
是
非
自
信
作
を
出
品
し
て 

く
だ
さ
い
。 

出
品
者
の
皆
さ
ん
本
当
に 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鹿
の
角
の
刀
掛
け
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

梟
の
置
物
等
が
展
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
れ
、
作
者
の
優
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
技
量
が
感
じ
と
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
事
に
バ
ラ
ン
ス
良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
剪
定
さ
れ
た
老
柿
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
葉
松
、
鉢
植
え
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
に
感
銘
を
受
け
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

全
体
の
絵
の
バ
ラ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
が
素
晴
ら
し
く
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

細
部
ま
で
丁
寧
に
描 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
れ
て
お
り
、
作
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
情
熱
が
伝
わ
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

き
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
細
部
ま
で
丁
寧
に
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
を
ち
ぎ
っ
て
作
ら
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
お
り
、
作
者
の
忍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

耐
強
さ
が
感
じ
取
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
ま
し
た
。 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

手
編
み
の
レ
ー
ス
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

セ
ー
タ
ー
、
ベ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
ど
が
出
展
さ
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
り
、
出
展
者
の
忍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

耐
強
さ
が
伝
わ
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

き
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

絵
と
文
字
の
バ
ラ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
が
う
ま
く
調
和
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
お
り
、
心
温
ま
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
品
が
出
展
さ
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

見
事
な
筆
使
い
で
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

強
い
タ
ッ
チ
の
作
品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
感
銘
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
素
晴
ら
し
い
」
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
言
で
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

風
景
、
人
物
、
列
車
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鳥
、
昆
虫
を
題
材
に 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

に
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

に
富
ん
だ
作
品
が
展 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

絵手紙（８点） 

工芸（３点） 盆栽（５点） 絵画（10点） ちぎり絵(２点）  

手芸（４点） 書（３点） 写真（８点） 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）1月 5日 第 333号 

             今月のことば歳時記はお休みします。 

 
 
 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 
俳 

句 

 
 
 
 
 
 
 

（
朝 

日
）
桑 

原 

伸 

弘 

月
に
野
菜 

う
さ
ぎ
喜
ぶ 

時
が
来
る 

師
走
月
き 

時
間
ん
短
か
し 

影
げ
長
し 

過
ぎ
去
れ
ば 

苦
難
の
道
の
り 

今
楽
し 

 
 
 
 

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 

ウ
ク
ラ
イ
ナ 

ド
ウ
ハ
共
に 

弱
き
勝 

本
年
は 

ど
う
忖
度
も 

ウ
ク
ラ
イ
ナ 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 
光 

新
春
迎
え 

今
年
は
や
る
ぞ
も 

い
つ
も
尻
切
れ 

忘
れ
ら
れ
な
い 

夕
景
に
染
ま
る 

日
塩
の
紅
葉 

初
滑
り 

モ
フ
モ
フ
パ
ウ
ダ
ー
流
し
て
進
む 

夢
の
中 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

コ
ロ
ナ
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
子
ら
の
蹴
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

ボ
ー
ル
高
々
秋
空
に
舞
ふ 

置
き
去
り
の
園
児
無
く
さ
ん
設
備
よ
り 

目
視
が
大
事
と
体
験
者
言
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 

   

       

毎
年
一
宮
市
が
実
施
す
る
「
年
末
の
交
通
安
全
市

民
運
動
」
に
合
わ
せ
、
12
月
２
日
㈮
、
朝
８
時
15
分

か
ら
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

 

14
名
の
会
員
さ
ん
が
、
尾
西
支
部
近
く
の
２
か
所

の
交
差
点
に
分
か
れ
、
交
通
安
全
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
た
り
、
交
通
安
全
の
啓
発
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
方
に
配
り
、

街
頭
啓
発
を
し
ま
し
た
。 

 

寒
い
中
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

               

新
入
会
員
の
紹
介 

（
12
月
１
日
～
12
月
15
日
） 

(

宮
西
）
權
田
芳
廣(

葉
栗
）
関
口
俊
之(
西
成
）
福
井

孝
子(

大
和
）
寿 

和
子(

今
伊
勢
）
横
井
重
春
・
宮
根

嗣
男
（
萩
原
）
伊
藤
明
徳
（
千
秋
）
上
口
正
一(
木
曽

川)

大
屋
宗
良 

                
 

９
名 

退
会
者
の
紹
介
（
11
月
21
日
～
12
月
20
日
受
付
分
） 

(

西
成
）
小
田
敦
子
（
浅
井)

小
塩
克
雄
（
北
方
）
麓 

典
子
（
大
和
）
森 

清
子
（
小
信
）
岩
田
敏
次
（
大
徳
）

今
井
英
雄
（
木
曽
川
）
松
浦
増
保 

     

７
名 

   
 
 
 

掲 

示 

板 

☆
本
部
の
移
転
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 

今
年
４
月
よ
り
「
き
き
ょ
う
会
館
３
階
」
に
移
転 

し
ま
す
。
移
転
に
よ
り
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑 

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

  

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
12
月
就
業
分
』
１
月
20
日
㈮ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
12
月
就
業
分
』
１
月
25
日
㈬ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
１
月
26
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部  

☆
確
定
申
告
用
令
和
４
年
分
配
分
金
支
払
い
証
明 

書
は
、
配
分
金
明
細
に
同
封
し
、
出
来
な
い
方 

は
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

☆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

会
報
班
は
、
本
年
も
セ
ン
タ
ー
最
新
情
報
そ
の 

他
役
立
ち
情
報
を
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
の
で
、 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 会

報
班
一
同 

交
通
安
全
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施 

❘
尾
西
支
部
室
内
作
業
班
❘ 

尾西室内作業班ボランティアの様子 


